


専門職連携で学ぶ事例検討
～複雑化・複合化した支援ニーズのある事例から考える

本人中心の意思決定～

2026年度履修証明プログラム「専門職連携を学ぶ講座」

お問い合わせ
埼玉県立大学 専門職連携教育研修センター
TEL:048-973-4114（平日のみ） E-mail：ipe-kenshu@spu.ac.jp

＜本講座の目的＞複雑化・複合化した支援ニーズをもつ利用者の「生活の
継続」を支えるために、本人中心の意思決定支援を土台とした専門職連携
の実践を、事例を通して統合的に学びます。
ケアマネジメントのスキルをさらに高めたい方にお勧めの講座です。
対象は、保健・医療・福祉の専門職等で職種や勤務年数などは問いません。

9月13日(日)
9:30～16:30
受講料:3,000円
定 員:20名
場 所:埼玉県立大学
申 込:埼玉県立大学
ホームページから8月28
日(金)までにWEB申込

開
催
日
時
・
場
所

野呂 牧人(のろ まきと)

ケアビレッジ・シャローム副施設長
埼玉県立大学 IPEアドバイザー

江口 幸治(えぐち こうじ)
埼玉大学学術院・民法学
埼玉大学経済経営系大学院・
経済学部、リカレント教育部門長

髙村 夏輝(たかむら なつき)
埼玉県立大学共通教育科

善生 まり子(ぜんしょう まりこ)
埼玉県立大学看護学科

講
師
の
紹
介

＜プログラム＞
1. 本日の進め方、事例紹介
2. 本人中心のケアを支える制度と意思決定の枠組み（講義）

事例の構造化：アセスメント視点の共有（グループワーク）

3. 本人中心の意思決定を支えるポイント（講義）
倫理的葛藤：読み解きと対応策の検討（グループワーク）

4. チーム調整とケースマネジメントのポイント（講義）
事例検討ワーク：チームでつくる意思決定プロセス（グループワーク）

5．学びの統合とアクションプラン作成（個人とチーム、全体での振り返り）

ALS事例
言葉にならない“思い”を、

どう受け取るか。

ALS: 筋萎縮性側索硬化症

IPE: 専門職連携教育

申込フォーム

TEL:048-973-4114（平日のみ

